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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体
的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般
家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、
50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳

代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、

30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は

前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の

質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

はじめに1 調査結果3

調査概要2

女性の消費行動に関する
アンケート結果
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（１）調査時期：
2024年11月11日～11月15日

（２）調査方法：
OKB大垣共立銀行本支店（東京・大阪を除
く）に来訪した女性812人にアンケート用紙を
配布・回収

（３）有効回答数：
804名（有効回答率99.0%）

（４）回答者属性

（＊）数値は四捨五入の関係で合計が100％にならな
い場合がある（以下同じ）
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2019

主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体
的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般
家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、
50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳

代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、

30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は

前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の

質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体
的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般
家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳
代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際
費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、

30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は

前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の

質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

 （%）

全体
20歳代以下
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代以上

（%ポイント）費目別支出D.I.（年代別）図表6

（＊1）■は、各費目における最大値を示す。
（＊2）太字は、各年代における最大値を示す。

節約「かなりしている」・「している」を選択した割合（節約タイプ別）図表12
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0.0
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0.0

30.6
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2.8
36.8
1.1
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10.3
40.2
6.9
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15.0
54.3
6.9
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45.6
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0.0
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71.4
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0.0
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18.1
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44.8
7.9
0.0

16.0
10.3
37.9
1.0
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33.4
0.0
0.0
0.0

100.0

全体
趣味・交際費節約型
暮らし全般費節約型
生活必需費節約型
節約ひかえめ型

（＊）■は、各費目における全体との差が＋15ポイント以上のもの。

一般家電 自動車・自動車関連用品 住宅の購入・リフォーム 海外旅行
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家電・家具購入費
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   76.4
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87.9
84.1
71.4
62.2

   14.5
18.0
26.8
33.7
0.9

▲ 4.1

   68.5
57.1
72.9
70.8
71.2
62.1

   23.5
22.4
19.3
23.1
26.7
25.5

   21.7
19.5
25.9
23.6
21.6
15.0

   36.5
37.2
46.8
43.5
36.0
16.5

   20.6
10.1
37.4
54.4
▲ 2.0
▲ 6.0

   65.8
73.1
76.5
66.2
60.3
55.1

全体
20歳代以下
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代以上

※複数回答（%）購入した高額商品図表7

国内旅行 一般家電 海外旅行 情報家電 家具・
インテリア

貴金属・
アクセサリー 和洋服 その他

自動車・
自動車
関連用品

住宅の
購入・
リフォーム

全体
20歳代以下
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代以上

（＊1）■は、各項目における全体との差が＋10ポイント以上のもの。
（＊2）太字は、各年代における最大値を示す。  

通信費 教養娯楽費 交際費 レジャー費 外食費 保健医療費 理容・美容費 保険料

   27.0
18.4
21.8
33.4
31.2
23.8

   15.6
26.0
31.5
24.7
2.8

▲ 2.8

   19.3
50.0
24.0
18.0
11.5
9.4

   28.6
58.9
54.1
27.8
12.4
4.8

   38.9
64.1
64.1
37.7
20.5
21.6

   12.8
13.0
17.0
3.7
9.6
20.9

   21.8
37.2
25.2
27.7
14.1
14.9

   16.5
32.0
15.4
20.4
12.3
11.2

   48.6
38.6
63.1
57.1
34.1
42.1

   27.5
15.9
16.9
26.8
36.4
38.2

   16.9
2.3
14.6
17.9
25.0
13.2

   12.9
6.8
8.5
12.5
18.2
14.5

   11.8
29.5
12.3
7.1
9.8
10.5

   7.4
15.9
8.5
9.8
6.1
0.0

   5.8
9.1
6.9
3.6
3.8
9.2

   5.4
11.4
7.7
4.5
3.8
2.6

   3.0
2.3
2.3
2.7
5.3
1.3

   7.6
20.5
6.2
7.1
5.3
6.6

各費目の節約度合い（全体）図表8

21.94.1

2.1

2.4

3.0

1.8

2.8

2.0

61.5 12.5

8.4 28.5 49.0 14.1

21.6 55.8 20.5

16.6 34.6 46.4

24.56.1 43.2 26.2

3.8 25.4 49.7 21.1

20.711.1 65.1

16.0 44.4 37.8

20.33.6 38.6 37.5

20.8 35.5 37.76.0

17.4 37.0 41.54.0

8.5 20.5 41.8 29.3

7.5 23.3 50.6 18.6

17.4 39.8 40.1

18.0 44.8 32.25.0

14.0 33.0 51.0

構成比 食費 衣料費 光熱・
水道費 住居費

家電・
家具
購入費

家事
用品費 教育費 交通費 通信費 教養

娯楽費 交際費 レジャー
費 外食費 保健

医療費
理容・
美容費 保険料

各費目の節約度合い（“節約している”の上位5費目、年代別）図表9

節約度合いに関する数量化3類のカテゴリースコア図表10 節約度合いに関する数量化3類の属性別サンプルスコア図表11

（＊）括弧内は、“節約している”の回答割合。

少しして
いる・全く
していない

 （%）
順位
1 
2 
3 
4 
5 

全体 20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上
（87.5）
（85.9）
（81.4）
（79.5）
（78.9）

食費
衣料費
外食費
光熱・水道費
家事用品費

（79.5）
（76.9）
（76.9）
（67.6）
（66.3）

食費
衣料費
外食費
家事用品費
光熱・水道費

（87.3）
（82.5）
（77.7）
（76.3）
（73.3）

食費
衣料費
外食費
光熱・水道費
家事用品費

（87.3）
（87.2）
（82.2）
（80.9）
（77.3）

食費
衣料費
外食費
家事用品費
光熱・水道費

（92.2）
（90.0）
（85.3）
（84.2）
（83.8）

衣料費
食費
家事用品費
外食費
光熱・水道費

（89.4）
（85.8）
（84.4）
（83.6）
（80.1）

食費
光熱・水道費
衣料費
外食費
家事用品費

3

2

1

0

-1

-2

-3

1軸 0.8

0.6

0.4

0.2

0

-0.2

-0.4

-0.6

-0.8

1軸

-3 -2 -1 -0.7 -0.6 -0.5 -0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0 0.10 1 2 3
2軸 2軸相関係数 1軸 0.4379 2軸 0.4288

必需的支出 必需的支出

選択的支出

変
動
費

固
定
費

変
動
費

固
定
費

選択的支出

レジャー費 交通費
教養娯楽費

専業主婦
60歳代以上

40歳代

岐阜県

愛知県

結婚している

正社員等

50歳代

30歳代

パート

住居費

理容・美容費
保健医療費 保険料

家電・家具購入費交通費

家事用品費

通信費 教育費外食費

衣料費

食費 光熱・水道費

結婚していない

20歳代以下
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体
的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般
家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳
代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際
費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、

30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は

前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の

質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

 （%）

全体
20歳代以下
30歳代
40歳代
50歳代

60歳代以上

（%ポイント）費目別支出D.I.（年代別）図表6

（＊1）■は、各費目における最大値を示す。
（＊2）太字は、各年代における最大値を示す。

節約「かなりしている」・「している」を選択した割合（節約タイプ別）図表12

国内旅行 

100.0
16.2
37.9
12.6
33.4

26.0
13.9
42.1
62.4
0.0

36.9
38.4
58.2
69.3
0.0

23.7
5.4
47.8
38.0
0.0

19.0
0.0
48.0
5.1
0.0

30.6
17.2
68.8
12.9
0.0

29.2
13.4
65.3
18.8
0.0

14.1
2.8
36.8
1.1
0.0

17.8
10.3
40.2
6.9
0.0

23.9
15.0
54.3
6.9
0.0

26.8
45.6
51.1
3.0
0.0

21.4
42.8
38.7
0.0
0.0

29.0
71.4
42.8
8.9
0.0

30.8
62.0
46.9
24.8
0.0

20.2
18.1
44.9
2.0
0.0

23.0
32.0
44.8
7.9
0.0

16.0
10.3
37.9
1.0
0.0

33.4
0.0
0.0
0.0

100.0

全体
趣味・交際費節約型
暮らし全般費節約型
生活必需費節約型
節約ひかえめ型

（＊）■は、各費目における全体との差が＋15ポイント以上のもの。

一般家電 自動車・自動車関連用品 住宅の購入・リフォーム 海外旅行

している 少ししている 全くしていないかなりしている

（%）
0 20 40 60 80 100

食費

衣料費

光熱・水道費

住居費

家電・家具購入費

家事用品費

教育費

交通費

通信費

教養娯楽費

交際費

レジャー費

外食費

保健医療費

理容・美容費

保険料

食費 衣料費 光熱・水道費 住居費 家電・家具
購入費 家事用品費 教育費 交通費

   76.4
74.3
87.9
84.1
71.4
62.2

   14.5
18.0
26.8
33.7
0.9

▲ 4.1

   68.5
57.1
72.9
70.8
71.2
62.1

   23.5
22.4
19.3
23.1
26.7
25.5

   21.7
19.5
25.9
23.6
21.6
15.0

   36.5
37.2
46.8
43.5
36.0
16.5

   20.6
10.1
37.4
54.4
▲ 2.0
▲ 6.0

   65.8
73.1
76.5
66.2
60.3
55.1

全体
20歳代以下
30歳代
40歳代
50歳代

60歳代以上

※複数回答（%）購入した高額商品図表7

国内旅行 一般家電 海外旅行 情報家電 家具・
インテリア

貴金属・
アクセサリー 和洋服 その他

自動車・
自動車
関連用品

住宅の
購入・
リフォーム

全体
20歳代以下
30歳代
40歳代
50歳代

60歳代以上

（＊1）■は、各項目における全体との差が＋10ポイント以上のもの。
（＊2）太字は、各年代における最大値を示す。  

通信費 教養娯楽費 交際費 レジャー費 外食費 保健医療費 理容・美容費 保険料

   27.0
18.4
21.8
33.4
31.2
23.8

   15.6
26.0
31.5
24.7
2.8

▲ 2.8

   19.3
50.0
24.0
18.0
11.5
9.4

   28.6
58.9
54.1
27.8
12.4
4.8

   38.9
64.1
64.1
37.7
20.5
21.6

   12.8
13.0
17.0
3.7
9.6
20.9

   21.8
37.2
25.2
27.7
14.1
14.9

   16.5
32.0
15.4
20.4
12.3
11.2

   48.6
38.6
63.1
57.1
34.1
42.1

   27.5
15.9
16.9
26.8
36.4
38.2

   16.9
2.3
14.6
17.9
25.0
13.2

   12.9
6.8
8.5
12.5
18.2
14.5

   11.8
29.5
12.3
7.1
9.8
10.5

   7.4
15.9
8.5
9.8
6.1
0.0

   5.8
9.1
6.9
3.6
3.8
9.2

   5.4
11.4
7.7
4.5
3.8
2.6

   3.0
2.3
2.3
2.7
5.3
1.3

   7.6
20.5
6.2
7.1
5.3
6.6

各費目の節約度合い（全体）図表8

21.94.1

2.1

2.4

3.0

1.8

2.8

2.0

61.5 12.5

8.4 28.5 49.0 14.1

21.6 55.8 20.5

16.6 34.6 46.4

24.56.1 43.2 26.2

3.8 25.4 49.7 21.1

20.711.1 65.1

16.0 44.4 37.8

20.33.6 38.6 37.5

20.8 35.5 37.76.0

17.4 37.0 41.54.0

8.5 20.5 41.8 29.3

7.5 23.3 50.6 18.6

17.4 39.8 40.1

18.0 44.8 32.25.0

14.0 33.0 51.0

構成比 食費 衣料費 光熱・
水道費 住居費

家電・
家具
購入費

家事
用品費 教育費 交通費 通信費 教養

娯楽費 交際費 レジャー
費 外食費 保健

医療費
理容・
美容費 保険料

各費目の節約度合い（“節約している”の上位5費目、年代別）図表9

節約度合いに関する数量化3類のカテゴリースコア図表10 節約度合いに関する数量化3類の属性別サンプルスコア図表11

（＊）括弧内は、“節約している”の回答割合。

少しして
いる・全く
していない

 （%）
順位
1 
2 
3 
4 
5 

全体 20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上
（87.5）
（85.9）
（81.4）
（79.5）
（78.9）

食費
衣料費
外食費
光熱・水道費
家事用品費

（79.5）
（76.9）
（76.9）
（67.6）
（66.3）

食費
衣料費
外食費
家事用品費
光熱・水道費

（87.3）
（82.5）
（77.7）
（76.3）
（73.3）

食費
衣料費
外食費
光熱・水道費
家事用品費

（87.3）
（87.2）
（82.2）
（80.9）
（77.3）

食費
衣料費
外食費
家事用品費
光熱・水道費

（92.2）
（90.0）
（85.3）
（84.2）
（83.8）

衣料費
食費
家事用品費
外食費
光熱・水道費

（89.4）
（85.8）
（84.4）
（83.6）
（80.1）

食費
光熱・水道費
衣料費
外食費
家事用品費

3

2

1

0

-1

-2

-3

1軸 0.8

0.6

0.4

0.2

0

-0.2

-0.4

-0.6

-0.8

1軸

-3 -2 -1 -0.7 -0.6 -0.5 -0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0 0.10 1 2 3
2軸 2軸相関係数 1軸 0.4379 2軸 0.4288

必需的支出 必需的支出

選択的支出

変
動
費

固
定
費

変
動
費

固
定
費

選択的支出

レジャー費 交通費
教養娯楽費

専業主婦
60歳代以上

40歳代

岐阜県

愛知県

結婚している

正社員等

50歳代

30歳代

パート

住居費

理容・美容費
保健医療費 保険料

家電・家具購入費交通費

家事用品費

通信費 教育費外食費

衣料費

食費 光熱・水道費

結婚していない

20歳代以下
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳
代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、
30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は
前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の

質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

 （%）

 （%）

（＊1）■は、各項目における全体との差が＋10ポイント以上のもの。  
（＊2）太字は、各属性における最大値を示す。   
 

節約タイプ（属性別）図表13
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（%）
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岐阜県
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専業主婦

正社員等
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結婚している

結婚していない

16.2 33.437.9 12.6

10.3 35.934.6 19.2

12.6 41.014.232.2

21.3 33.537.2 7.9

14.0 30.615.340.1

21.9 27.242.4 8.6

16.9 31.242.1 9.8

36.115.2 32.0 16.7
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買物場所の利用回数（全体）図表17

可能な限りすべてキャッシュレス決済を利用する
現金とキャッシュレス決済を半分ずつくらい利用する
現金のみ利用する

7～8 割程度はキャッシュレス決済を利用する
2～3 割程度はキャッシュレス決済を利用する
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳
代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、
30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は
前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の

質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

 （%）

 （%）

（＊1）■は、各項目における全体との差が＋10ポイント以上のもの。  
（＊2）太字は、各属性における最大値を示す。   
 

節約タイプ（属性別）図表13

0 20 40 60 80 100
（%）

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

岐阜県

愛知県

専業主婦

正社員等

パート
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結婚していない

16.2 33.437.9 12.6
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12.6 41.014.232.2
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14.0 30.615.340.1
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33.316.2 37.6 12.9

33.815.8 12.038.3
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30歳代
40歳代
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趣味・交際費節約型
暮らし全般費節約型
生活必需費節約型
節約ひかえめ型

※複数回答（%）

※複数回答

節約のために工夫していること図表14

キャッシュレス決済の利用状況図表15 買物場所の選択基準図表16

ポイント・クーポン・
割引券等を
活用する

特売品・
安価商品を
購入する

必要なもの
だけを
購入する

光熱・水道費
節約を
心がける

食費を抑える
外食を
減らす以外

チラシや広告、
インターネットで
価格をチェックする（　　　　）外食を減らす まとめ買いを

する
家計簿を
つける

安いお店を
探す

   73.4
75.6
80.3
74.2
72.5
64.9
74.6
72.7
78.2
71.6

   65.8
53.8
61.2
66.9
70.3
69.5
71.5
71.1
78.2
52.2

   57.5
53.8
59.0
52.1
55.9
65.6
62.3
59.2
60.4
51.9

   36.7
20.5
38.3
43.6
35.6
37.7
53.8
47.0
35.6
16.8

   35.2
15.4
29.5
35.0
39.2
46.4
35.4
47.7
34.7
20.9

   34.8
23.1
40.4
35.6
35.1
32.5
36.2
37.2
33.7
31.7

   33.7
37.2
31.7
35.6
32.0
34.4
33.8
41.8
35.6
23.5

   29.9
24.4
25.7
30.1
34.7
31.8
28.5
40.5
42.6
13.8

   26.6
12.8
21.3
25.2
31.1
35.8
26.9
31.9
27.7
19.8

   17.7
26.9
19.1
17.2
14.0
17.9
20.8
18.4
26.7
11.9

その他

   0.5
0.0
0.0
0.6
1.4
0.0
0.0
0.7
0.0
0.7

趣味・交際費節約型　　   暮らし全般費節約型　　   生活必需費節約型　　   節約ひかえめ型

買物場所の利用回数（全体）図表17

可能な限りすべてキャッシュレス決済を利用する
現金とキャッシュレス決済を半分ずつくらい利用する
現金のみ利用する

7～8 割程度はキャッシュレス決済を利用する
2～3 割程度はキャッシュレス決済を利用する
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6040 1000

価格

品揃え
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ポイント・クーポン・
割引券等が使える
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全てが揃う便利さ

キャッシュレス
決済が使える

100

34.0 23.7 23.2 13.5 5.6

49.0

45.0

41.9

25.4

20.2

11.0

4.0

0.0

1.3

0.5
46.2 23.1 25.6 3.8

53.0 26.8 13.7 6.0

31.1 25.0 24.4 16.5

25.7 19.8 30.2 18.5 5.9

20.0 24.0 22.7 16.7 16.7

3.0

 （%）
806040200 100

74.1

14.5

13.3

増えた 変わらない 減った

9.978.811.3

34.556.68.9

12.968.818.3

30.962.56.6
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26.469.34.2

44.851.73.5
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100円ショップ

通信販売
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百貨店

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、
50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳
代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以
上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、
30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は

前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の
質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

時事調査：
猛暑について4

買物場所の利用回数D.I.（年代別）図表18

買物場所の利用頻度図表19 （％）

幸福度図表21
（＊）■は、各業態における最も回答率の高い項目。
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（＊1）■は、各業態における最大値を示す。
（＊2）太字は、各年代における最大値を示す。
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生活のゆとり図表20
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（＊1）■は、各属性における最も回答率の高い項目。
（＊2）太字は、各属性において平均値が最も高いもの。

猛暑による生活行動の変化図表22 猛暑影響指数（生活行動）図表23
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、
50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳

代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、
30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は

前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の
質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

時事調査：
猛暑について4

買物場所の利用回数D.I.（年代別）図表18

買物場所の利用頻度図表19 （％）

幸福度図表21
（＊）■は、各業態における最も回答率の高い項目。
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生活のゆとり図表20

0 20 40 60 80 100
（%）

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

岐阜県

愛知県

専業主婦

正社員等

パート

結婚している

結婚していない

趣味・交際費節約型

暮らし全般費節約型

生活必需費節約型

節約ひかえめ型

69.9

67.9

71.1

75.6

68.7

64.4

70.1

68.4

66.2

68.5

73.5

69.1

73.7

80.7

75.9

70.3

57.8

ゆとりがない・
計

感じる　　　どちらかといえば感じる　　　どちらかといえば感じない　　　感じない

28.0
2.1

51.7 18.2

47.4 20.529.5

57.4 13.727.9

23.2 57.3 18.3

29.4 45.2 23.5

30.94.6 49.3 15.1

27.2 50.8 19.3

52.3 16.129.8

29.64.2 53.5 12.7

54.429.3 14.1

24.7 48.1 25.4

50.9 18.228.6

24.8 56.4 17.3

18.5 61.5 19.2

22.1 49.8 26.1

53.5 16.827.7

39.2 48.5 9.3

2.6

1.1

1.2

1.8

2.6

1.8

2.2

1.8

2.3

1.5

0.8

2.0

2.0

3.0

（＊1）■は、各属性における最も回答率の高い項目。
（＊2）太字は、各属性において平均値が最も高いもの。

猛暑による生活行動の変化図表22 猛暑影響指数（生活行動）図表23
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳

代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際
費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以
上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、
30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は
前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は
前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の
質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

猛暑による消費行動の変化図表24 猛暑による健康・ストレスの変化図表26 猛暑による支出の変化図表28

猛暑影響指数（消費行動）図表25
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猛暑影響指数（健康・ストレス）図表27
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳

代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際
費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以
上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、

30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は
前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は

前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の
質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も

“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

猛暑による消費行動の変化図表24 猛暑による健康・ストレスの変化図表26 猛暑による支出の変化図表28

猛暑影響指数（消費行動）図表25
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猛暑影響指数（健康・ストレス）図表27
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳

代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、

30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は
前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は
前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の
質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も
“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

（2025.1.29）
OKB総研 調査部　梅木 風香

おわりに5

データの特徴からサンプルやカテゴリー
の類似度を探る分析手法。「している」ま
たは「かなりしている」との回答にウェイト
（カテゴリースコア）を付けた関係式を作
成し、各サンプルの得点（サンプルスコ
ア）を算出する。
データの特徴が似ているサンプル同士を
グルーピングする分析手法。今回は非階
層クラスター分析（k-means法）を使用。
日本気象協会「ウェザーマーケティング
レポート Vol .1 2024年は高温の年、
2025年はメリハリの年に～春の訪れは
早く、夏にかけて季節の進みは早め～」, 
2024/12/20, 
h t tps : //www. jwa .or . jp/news/
2024/12/24864/, （参照2025/01/06）

（注1）

（注2）

（注3）

（1）猛暑の影響
●暑すぎて出かける気になれず、自宅ですごすことが多
くなった。そのため外食費、レジャー費は減ったが、食
費と家事負担は増加しました。（30歳代）

●最近の夏は暑すぎて、子どもを外のおさんぽに連れて
いけず、ずっと部屋で過ごすか、お買い物に行くぐらい
しかできなかった。身体を動かして遊ぶことがなかなか
できない。（30歳代）
●普段は料理が好きで、多種のものを作っていたが、暑
いので気力が落ちて、やる気が起きなかった。（60歳代
以上）

（2）体調について
●熱中症にかかり、家事、仕事に影響した。対策していて
も、夜に疲れがでるのでしょうね…。助けが欲しいです。
（40歳代）
●暑い期間が長すぎて、体がずっとだるく感じました。外
出が億劫になりました。（50歳代）

（3）経済的負担
●猛暑の為、エアコン使用は仕方ないとは思いますが、
家族が多いほど使用する台数が増え電気代もかなり
上がった。もう少し家計に優しくしてほしい。（40歳代）

●体調を考えると光熱費が増えても冷房はがまんせず使
用した方がよい。熱中症になれば、それ以上に出費が
増える。（60歳代以上）

猛暑についての意見（一部抜粋）図表37

冷房の設定温度図表31 前年と比べた冷房の設定温度図表32
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冷房の設定温度（前年との比較別）図表33
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仕事へのマイナス影響図表35
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家事へのマイナス影響図表36
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冷房を使用する際に電気代が気になったか図表34
気になった 　 やや気になった 　 どちらともいえない 　 あまり気にならなかった 　 気にならなかった

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

ゆとりがある

ゆとりがない

20.4 41.0 27.3 7.4

14.1 38.5 32.1 9.0 6.4

13.8 41.4 29.3 4.411.0

22.1 37.4 28.8 4.96.7

24.3 42.2 24.3 6.4
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14.3 44.2 24.7 10.4 6.5
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（4）将来への不安
●地球温暖化を実感した。今後更に温暖化が進んでい
くと思うので、一人一人の意識と工夫が必要だと思う。
（40歳代）
●毎年猛暑期間が長くなってきている。これからの夏はど
うなるか不安もあり、台風など防災の必要性も感じてい
る。（60歳代以上）

（5）暑さ対策
●お金がかかっても暑さ対策をしようと心がけた。（20歳
代以下）

●夏を快適にすごすグッズなどたくさん購入しました。
（40歳代）
●安眠を守るために、朝までエアコンをつけて睡眠時
間を確保した。電気代が上がるのは気になるが…。
（50歳代）

（6）その他
●暑さについて、国や自治体からの対策を施行して欲し
い。来年に対しての課題は沢山あると思う。（30歳代）
●暑い。職場のエアコン設定温度が28℃厳守で死ぬ
かと思った。日本の職場が堅苦しい。暑いから、もっと
フランクでいい。気軽に飲み物も摂れない。休憩時間
増やすとかしてほしい。（40歳代）
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主に岐阜県や愛知県に住む女性
を対象に、2024年の景況感や消費行
動などについてアンケートを実施した。

（1）女性の景気判断
Ａ. 景況感
「現在（2024年）の景気は、1年前
と比べてどうなったと感じています
か」と尋ねたところ、「良くなった」が全
体の4.3%、「変わらない」が40.6%、
「悪くなった」が46.4%となった（図表
1）。属性別に見ると、「悪くなった」は
50歳代以上で比較的高く、40歳代以
下で比較的低くなっている。「悪くなっ
た」と回答した理由としては、物価の
上昇が多く挙げられた。
景況D.I.（「良くなった」の回答率－

「悪くなった」の回答率）は▲42.1と
なった。

Ｂ. 物価観
「現在の物価は、1年前と比べてど
うなったと感じていますか」と尋ねたと
ころ、「高くなった」が全体の97.1%、
「変わらない」が2.2%、「安くなった」
が0.1%となった（図表2）。「高くなっ
た」と回答した理由としては、食料品
や野菜、米などの値上がりが挙げら
れた。
物価D.I.（「高くなった」の回答率－

「安くなった」の回答率）は97.0となった。

（２）収入と支出について
Ａ. 収入
「2024年の収入は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の35.7%、「変わらな
い」が52.5%、「減った」が11.8%と
なった（図表3）。「増えた」と回答した

理由としては、時給の増加、賃上げ
やベースアップ、昇給などが多く挙げ
られた。
属性別に見ると、「増えた」は年代

が下がるにつれて高くなっており、特
に20歳代以下は6割を超えている。ま
た、30歳代、愛知県、正社員等、「結
婚していない」においても「増えた」
が比較的高くなっている。一方、60歳
代以上と専業主婦は「増えた」が比
較的低く、「減った」が比較的高く
なっている。

Ｂ. 支出
「2024年の支出は、1年前と比べ
てどうなりましたか」と尋ねたところ、
「増えた」が全体の85.0%、「変わらな
い」が13.4%、「減った」が1.6%となっ
た（図表4）。「増えた」と回答した理
由としては、食費や光熱費の増加、
物価の高騰、子ども関連の出費の増
加が挙げられた。
属性別に見ると、全ての属性にお

いて「増えた」が7～9割となった。60
歳代以上や「結婚していない」では

「増えた」の回答率が比較的低い一
方、40歳代や「結婚している」では比
較的高くなっている。

Ｃ. 費目別支出
2024年の費目別の支出について尋

ねたところ、「増えた」が最も高いのは
「食費」で79.3%だった（図表5）。
費目別支出D.I.（「増えた」の回答率

－「減った」の回答率）を見ると、最も高
いのは「食費」で76.4、次いで「光熱・
水道費」が68.5、「交通費（ガソリン代

を含む）」が65.8となった（図表6）。
費目別支出D.I.を年代別に見ると、

「レジャー費」および「外食費」は30歳
代以下で高い一方、50歳代以上で低
くなっている。また、「教育費」は40歳代、
「交際費」は20歳代以下で高くなって
いる。一方、60歳代以上は「衣料費」、
「教育費」、「教養娯楽費」がマイナス
になっている。

Ｄ. 高額商品の購入
「2024年に1商品10万円以上する
高価な買い物（家族旅行を含む）をし
ましたか」と尋ねたところ、図表にはな
いが、「はい」は62.6%だった。年代別
に見ると、30歳代が72.0%で最も高
かった。
次に、「はい」と回答した人に「具体

的にどのような買い物をしましたか」と
尋ねたところ、最も高いのは「国内旅
行」で48.6%、次いで「一般家電」が
27.5%、「自動車・自動車関連用品」
が16.9%となった（図表7）。
年代別に見ると、50歳代は「一般

家電」、それ以外は「国内旅行」が最
も高くなった。「国内旅行」は30歳代
（63.1%）、「海外旅行」は20歳代以下
（29.5%）で比較的高くなっている。
 

（3）節約について
Ａ. 各費目の節約度合い
「各費目について、節約の度合いを
4段階でお答えください」と尋ねたとこ
ろ、「かなりしている」「している」「少し
している」を合わせた“節約している”
が最も高いのは「食費」で87.5%だっ
た。16費目中14費目で“節約している”
が5割を超えた。「全くしていない」が
最も高いのは「教育費」で65.1%だっ

た（図表8）。
“節約している”を年代別に見ると、

50歳代は「衣料費」、それ以外は「食
費」が最も高くなっている（図表9）。
各費目における「かなりしている」ま

たは「している」との回答について、数
量化3類（注1）による分析を行った。得ら
れた2つの軸について、1軸は選択的
支出と必需的支出を判別する軸、2

軸は固定費と変動費を判別する軸と
解釈した（図表10）。
サンプルスコアを年代別に見ると、
20歳代以下は必需的支出、30歳代と
50歳代は必需的支出・変動費、40歳
代と60歳代以上は選択的支出・変動
費を節約する傾向にある（図表11）。
さらに、数量化3類で得られたサン
プルスコアをもとにクラスター分析（注2）

を行い、節約タイプを４つに分類した。
各費目における「かなりしている」また
は「している」を合わせた割合につい
て、「レジャー費」や「外食費」などが
高いタイプを「趣味・交際費節約型」、
ほぼすべての費目が高いタイプを「暮
らし全般費節約型」、「食費」や「衣料
費」などが高いタイプを「生活必需費
節約型」、「かなりしている」または「し

ている」の回答がないグループを「節
約ひかえめ型」とした（図表12）。構成
比としては、暮らし全般費節約型が
37.9%で最も多く、次いで節約ひかえ
め型が33.4%、趣味・交際費節約型
が16 . 2%、生活必需費節約型が
12.6%となった。
節約タイプを属性別に見ると、20歳

代以下、30歳代、愛知県、正社員等
は節約ひかえめ型、それ以外は暮ら
し全般費節約型が最も割合が高く
なっている。また、40歳代と60歳代以
上は、趣味・交際費節約型が他の年
代に比べて高くなっている（図表13）。

B. 節約のための工夫
「節約のために工夫していることは
何ですか（あてはまるもの全て選択）」
と尋ねたところ、「ポイント・クーポン・割
引券等を活用する」が73.4%で最も高
く、次いで「特売品・安価商品を購入
する」が65.8%、「必要なものだけを購
入する」が57.5%となった。
年代別に見ると、60歳代以上は

「特売品・安価商品を購入する」、そ
れ以外は「ポイント・クーポン・割引券
等を活用する」がそれぞれ最も高く
なった。
節約タイプ別に見ると、趣味・交際

費節約型は「外食を減らす」、暮らし
全般費節約型は「光熱・水道費節約
を心がける」、「外食を減らす」、「食費
を抑える（外食を減らす以外）」、生活
必需費節約型は「特売品・安価商品
を購入する」、「食費を抑える」が比較
的高くなっている（図表14）。
 

（4）買物について
Ａ. キャッシュレス決済の利用状況
キャッシュレス決済（クレジットカード
や電子マネー、スマホ決済など）の利

用状況について尋ねたところ、「可能
な限りすべてキャッシュレス決済を利
用する」が34.0%で最も高くなった。「7
～8割程度以上」（「可能な限りすべ
て」と「7～8割程度」を合わせた割
合）は57.7%となった。
年代別に見ると、「7～8割程度以

上」が最も高いのは30歳代で79.8%
となっている（図表15）。

B. 買物場所の選択基準
「あなたが買物場所を選択するに
あたり、重視する点は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「価格」
が74.1%で最も高く、次いで「品揃
え」が49.0%、「品質」が45.0%となっ
た（図表16）。

C. 買物場所の利用回数
「買物場所8業態について、1年前
と比べた利用回数をお答え下さい」と
尋ねたところ、いずれの業態も「変わ
らない」が過半数を占めた。「増えた」
の回答率が最も高いのは「通信販
売」（21.8%）、「減った」が最も高いの
は「百貨店」（44.8%）だった（図表17）。

買物場所の利用回数D.I.（「増え
た」の回答率－「減った」の回答率）
を見ると、最も高いのは「ドラッグスト
ア」（5.4）、最も低いのは「百貨店」
（▲41.3）となった。
年代別に見ると、「コンビニエンスス

トア」、「ショッピングセンター」、「ホーム
センター」、「百貨店」は全ての年代で
マイナスとなっている。また、「スー
パー」や「通信販売」は、40歳代以下
ではプラスである一方、50歳代以上
ではマイナスとなっている（図表18）。

D. 買物場所の利用頻度
「買物場所8業態について、実際の
利用頻度をお答え下さい」と尋ねたと
ころ、「スーパー」は「週2～3回」、「コン
ビニエンスストア」、「ドラッグストア」は
「週1回」、「ショッピングセンター」、「100
円ショップ」、「通信販売」は「月1回」、
「ホームセンター」は「2～3ヵ月に1回」、
「百貨店」は「ほとんど利用しない」が
それぞれ最も回答率が高くなった（図
表19）。

（5）生活のゆとりについて
A. 生活のゆとり
「現在の生活にゆとりを感じますか」
と尋ねたところ、「感じる」が2.1%、「ど
ちらかといえば感じる」が28.0%、「どち
らかといえば感じない」が51.7%、「感
じない」が18.2%となった（図表20）。
「感じる」と「どちらかといえば感じる」
を合わせた“ゆとりがある”は30.1%、
「どちらかといえば感じない」と「感じな
い」を合わせた“ゆとりがない”は69.9%
となった。
属性別に見ると、パートで「感じな

い」が高くなっている。

また、節約タイプ別に見ると、“ゆとり
がない”は趣味・交際費節約型が最も
高く、80.7%に上っている。

B. 幸福度
ふだんどれくらい幸福だと感じるか

について、0点から10点の11段階で
尋ねたところ、最も回答率が高いのは
「8点」で24 . 1%、次いで「7点」で
21.7%となった（図表21）。また、平均
値を算出すると、全体では6.74点と
なった。
年代別に見ると、50歳代は「5点」、

それ以外は「8点」が最も回答率が高
くなった。60歳代以上は「7点」と「8
点」が同率で最も高くなった。
各属性で平均値が最も高いのは、

30歳代、愛知県、正社員等、「結婚し
ている」となっている。

2024年は全国的に気温が高い日
が続き、東海地方でも9月半ばまで最
高気温35度以上を記録するなど異
例の暑さとなった。そこで、猛暑がこ
の地域の女性の生活行動などにど
のような影響を与えたのか調査した。

（1）猛暑による変化
A. 生活行動
2024年の猛暑を受け、生活行動は

前年（2023年）と比べてどうだったか
尋ねたところ、「エアコンの使用頻度」

が「増えた」との回答は63.8%に上った。
また、「自宅で過ごす時間」の「増え
た」と「やや増えた」を合わせた割合
（以下、“増えた”）は44.5%となった。一
方、「やや減った」と「減った」を合わせ
た割合（以下、“減った”）は、「屋外イ
ベントへの参加頻度」では49.5%、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
では41.1%、「外出の頻度」では36.5%
となっている（図表22）。
5段階評価のそれぞれ「増えた・良

くなった」に＋0.5、「やや増えた・やや
良くなった」に＋0.25、「変わらない」に
0、「やや減った・やや悪くなった」に
▲0.25、「減った・悪くなった」に▲0.5

の点数を与え、項目ごとに猛暑影響
指数を算出した。
「外出の頻度」は20歳代以下、「屋
外スポーツやフィットネス活動の頻度」
は40歳代でマイナスの値が比較的
小さくなっている。「公共施設（図書館
や児童館など）の利用頻度」は50歳
代や60歳代以上でマイナスの値が
比較的大きくなっている（図表23）。

B. 消費行動
2024年の猛暑を受け、消費行動は
前年と比べてどうだったか尋ねたとこ
ろ、“増えた”は、「冷たい食べ物やアイ
スクリームなどの購入」（55.8%）、「暑

さ対策グッズの購入」（45.8%）、「飲
料の購入」（45.2%）において4割を超
えている（図表24）。
猛暑影響指数を見ると、「買い物

の頻度」は20歳代以下でプラスの値
が高くなっている。「冷たい食べ物や
アイスクリームなどの購入」や「暑さ対
策グッズの購入」は30歳代や40歳代
を中心とした子育て世代でプラスの
値が大きくなっている。「外食の頻度」、
「冷房が効いた施設（ショッピング
モールやカフェなど）の利用頻度」、
「通信販売・ネットショッピングの利用
頻度」は年代が下がるほどプラスの
値が大きい一方、「外食の頻度」、
「旅行やレジャーの頻度」は年代が
上がるほどマイナスの値が大きくなっ
ている（図表25）。

C. 健康・ストレス
2024年の猛暑を受け、健康・ストレ

スは前年と比べてどうだったか尋ね
たところ、「やや悪くなった」と「悪くなっ
た」を合わせた割合（以下、“悪くなっ
た”）は、「睡眠の質」（41.4%）、「ストレ
ス」（41.0%）、「体調」（37.4%）におい
て4割前後となっている（図表26）。
猛暑影響指数を見ると、「睡眠の
質」、「ストレス」、「体調」は全ての年代
でマイナスの値が大きい（図表27）。

D. 支出
2024年の猛暑を受け、支出は前年

と比べてどうだったか尋ねたところ、
「全体の支出」は73.6%が“増えた”と回
答している（図表28）。費目別では「光
熱費」（79.5%）、「食費」（58.7%）で“増
えた”の割合が高く、半数を超えている。
猛暑影響指数を見ると、「光熱費」、

「食費」、「全体の支出」でプラスの値
が大きい。「レジャー費」は40歳代以
下ではプラスである一方、50歳代以
上ではマイナスとなっている（図表29）。

（２）使用した暑さ対策グッズ
「暑さ対策グッズとして、2024年の
夏に使用したものはありますか」と尋
ねたところ、「日傘」が最も高く、80.8%
に上った。次いで「帽子」が58.4%、
「接触冷感の寝具」が46.5%だった
（図表30）。

年代別に見ると、いずれの年代も
「日傘」が7割超で最も高くなった。ま
た、「首掛け扇風機・ハンディファン」
は40歳代以下で5割を超えている一
方、60歳代以上は26.9%と他の年代
に比べて低くなっている。「ネッククー
ラー」は20歳代以下が19.5％と他の
年代に比べて低くなっている。

（3）冷房について
A. 冷房の設定温度
「2024年の夏は、冷房の設定温度

を何度くらいにしていましたか」と尋ね
たところ、「26度」が31.4%で最も高く、
次いで「27度」が27.4%、「25度」が
18.0%となった（図表31）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「26度」が最も高く、次いで「27度」と
なっている。

B. 前年と比べた冷房の設定温度
「冷房の設定温度は前年（2023年）
と比べてどうですか」と尋ねたところ、
「変わらない」が70.0%で最も高く、次

いで「低め」が25.7%となった（図表32）。
年代別に見ると、いずれの年代も

「変わらない」が7割前後で最も高く
なった。
前年と比べた冷房の設定温度別

に、冷房の設定温度を見ると、「低め」
および「変わらない」と答えた人は「26
度」が最も割合が高く、「高め」と答え
た人は「27度」が最も割合が高くなっ
た。また、「低め」と答えた人は「24度
以下」の割合が高く、「27度」、「28度」
の割合が低くなっている（図表33）。

C. 冷房を使用する際に
電気代が気になったか

「冷房を使用する際に電気代が気
になりましたか」と尋ねたところ、「やや
気になった」が41.3%で最も高く、次い
で「気になった」が38.9%、「どちらとも
いえない」が11.8%となった。「気に
なった」と「やや気になった」を合わせ
た“気になった”は80.2%となった（図
表34）。
年代別に見ると、いずれの年代も
“気になった”が7割を超えている。ま

た、「気になった」は50歳代にかけて
高くなっている。
また、生活のゆとり別に見ると、「ゆ

とりがない」と答えた人は「気になっ
た」の割合が高くなっている。

（4）猛暑によるマイナス影響
A. 仕事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって仕事にマ
イナスの影響はありましたか」と尋ね

たところ、「どちらともいえない」が
35.9%で最も高く、次いで「ややあっ
た」が33.1%、「あった」が12.9%と
なった。「あった」と「ややあった」を合
わせた“あった”は46.0%となった（図
表35）。
年代別に見ると、いずれの年代も

4割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合が最も高いのは20歳
代以下で58.5%だった。

B. 家事へのマイナス影響
「2024年の猛暑によって家事にマイ
ナスの影響はありましたか」と尋ねたと
ころ、「ややあった」が41.0%で最も高く、
次いで「どちらともいえない」が27.3%、
「あった」が20.4%となった。「あった」
と「ややあった」を合わせた“あった”
は61.4%と、仕事へのマイナス影響を
15.4ポイント上回った（図表36）。
年代別に見ると、いずれの年代も

5割以上が“あった”と回答した。また、
“あった”の割合は年代が上がるにつ
れて高くなっており、60歳代以上が
67.9%で最も高くなっている。

（5）猛暑についての意見
「2024年の猛暑について、あなた
の思いや意見があればご記入くださ
い（自由回答）」と尋ねたところ、（図
表37）のような回答が寄せられた。
地球温暖化の影響を強く感じ、毎

年暑さが続くことへの不安の声が聞
かれた。また、猛暑により外出が抑制
され、自宅で過ごす時間が増えたと
の声が多く聞かれた。子どもの健康
や運動不足を気遣う声もあった。
猛暑対策のために経済的負担が

増えたことへの不満の声がある一方、
冷房等に関しては熱中症リスクを考
慮し、割り切って使用しているという
声もあった。

厚生労働省によると、2024年の民
間主要企業の春季賃上げ率は5.33%
と、33年ぶりの高い伸びとなった。
本アンケートにおいても、およそ3人

に1人が収入の増加を実感している
結果となった。ただし収入が「増えた」
との回答は若年層で高く、年代で差
がみられる。一方で、物価については、
ほぼ全ての女性が上昇を感じており、
支出が増加したとの回答は85％に
上った。また、生活にゆとりを感じると
の回答は3割にとどまっており、年代
でもほとんど差がみられない。
景況感については、「悪くなった」と

の回答は若年層で低く、高年層で高
くなっており、収入の増加が物価上昇
による景況感の悪化をやわらげたと
考えられる。

トピックスでは猛暑による生活行動
などへの影響について聞いた。結果、
2024年の猛烈な暑さは外出意欲を著
しく低下させたことが明らかとなり、特
に高年層においてその傾向が顕著に
表れた。
消費行動では、アイスクリームや暑

さ対策グッズなどの需要が拡大したも
のの、その購買層は主に若年層や子
育て世代に集中している。
また、この猛暑は心身の健康状態
にもマイナスの影響を与えた。さらに、
在宅時間が増えたことで、冷房使用
による電気代や食費などの支出が増
加し、家事の負担も増大する結果と
なった。
日本気象協会によると、2025年夏は
梅雨明けが早めで猛暑となり、秋は残
暑が厳しくなると見込まれている（注3）。
暑さによる健康被害への対策や夏季
の家計負担軽減策など、包括的な取
り組みが求められる。

（2025.1.29）
OKB総研 調査部　梅木 風香

おわりに5

データの特徴からサンプルやカテゴリー
の類似度を探る分析手法。「している」ま
たは「かなりしている」との回答にウェイト
（カテゴリースコア）を付けた関係式を作
成し、各サンプルの得点（サンプルスコ
ア）を算出する。
データの特徴が似ているサンプル同士を
グルーピングする分析手法。今回は非階
層クラスター分析（k-means法）を使用。
日本気象協会「ウェザーマーケティング
レポート Vol .1 2024年は高温の年、
2025年はメリハリの年に～春の訪れは
早く、夏にかけて季節の進みは早め～」, 
2024/12/20, 
h t tps : //www. jwa .or . jp/news/
2024/12/24864/, （参照2025/01/06）

（注1）

（注2）

（注3）

（1）猛暑の影響
●暑すぎて出かける気になれず、自宅ですごすことが多
くなった。そのため外食費、レジャー費は減ったが、食
費と家事負担は増加しました。（30歳代）

●最近の夏は暑すぎて、子どもを外のおさんぽに連れて
いけず、ずっと部屋で過ごすか、お買い物に行くぐらい
しかできなかった。身体を動かして遊ぶことがなかなか
できない。（30歳代）
●普段は料理が好きで、多種のものを作っていたが、暑
いので気力が落ちて、やる気が起きなかった。（60歳代
以上）

（2）体調について
●熱中症にかかり、家事、仕事に影響した。対策していて
も、夜に疲れがでるのでしょうね…。助けが欲しいです。
（40歳代）
●暑い期間が長すぎて、体がずっとだるく感じました。外
出が億劫になりました。（50歳代）

（3）経済的負担
●猛暑の為、エアコン使用は仕方ないとは思いますが、
家族が多いほど使用する台数が増え電気代もかなり
上がった。もう少し家計に優しくしてほしい。（40歳代）

●体調を考えると光熱費が増えても冷房はがまんせず使
用した方がよい。熱中症になれば、それ以上に出費が
増える。（60歳代以上）

猛暑についての意見（一部抜粋）図表37

冷房の設定温度図表31 前年と比べた冷房の設定温度図表32
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冷房の設定温度（前年との比較別）図表33
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変わらない

低め

仕事へのマイナス影響図表35

 （%）
20 806040 1000

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

家事へのマイナス影響図表36

 （%）
20 806040 1000

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

5.9 20.6

7.4 16.3 32.5 29.3 13.6

0.9

25.1 22.7 30.5 19.2

17.6 44.1 11.8

18.0 70.031.4 10.6
0.6

12.0 4.327.4 25.7

18.2 33.8 9.1 7.8 18.274.010.4 28.6

19.1 37.7 5.510.9 26.2 66.5 30.8

21.3 28.0 9.8 4.9 69.5 25.612.8 27.4

17.1 29.5 11.5 5.6 70.8 23.614.7 27.2

14.3 29.3 17.7 72.1 26.58.8 27.9

 （%）
20 806040 1000

冷房を使用する際に電気代が気になったか図表34
気になった 　 やや気になった 　 どちらともいえない 　 あまり気にならなかった 　 気にならなかった

全体

20歳代以下

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代以上

ゆとりがある

ゆとりがない

20.4 41.0 27.3 7.4

14.1 38.5 32.1 9.0 6.4

13.8 41.4 29.3 4.411.0

22.1 37.4 28.8 4.96.7

24.3 42.2 24.3 6.4

25.2

12.9 33.1 35.9 11.2 6.9

14.3 44.2 24.7 10.4 6.5

10.4 34.1 33.0 13.7 8.8

13.5 29.4 41.7 9.8 5.5

13.8 30.4 36.9 12.9 6.0

14.0 33.8 37.5 7.4 7.4 42.7 25.2 4.2

0.5 2.7

0.6

2.0 1.4

2.5

38.9 41.3 11.8 6.0

24.7 45.5 20.8 6.5

36.8 42.3 11.0 7.7

40.1 38.3 13.0 6.8

48.8 37.3 8.8 3.7

32.9 46.6 11.6 6.2

26.2 46.8 13.9 10.1

44.3 39.0 10.9 4.2

2.0

2.2

1.9

1.4

2.7

1.6

3.9

2.8

2.8

2.6

3.0

（4）将来への不安
●地球温暖化を実感した。今後更に温暖化が進んでい
くと思うので、一人一人の意識と工夫が必要だと思う。
（40歳代）
●毎年猛暑期間が長くなってきている。これからの夏はど
うなるか不安もあり、台風など防災の必要性も感じてい
る。（60歳代以上）

（5）暑さ対策
●お金がかかっても暑さ対策をしようと心がけた。（20歳
代以下）

●夏を快適にすごすグッズなどたくさん購入しました。
（40歳代）
●安眠を守るために、朝までエアコンをつけて睡眠時
間を確保した。電気代が上がるのは気になるが…。
（50歳代）

（6）その他
●暑さについて、国や自治体からの対策を施行して欲し
い。来年に対しての課題は沢山あると思う。（30歳代）
●暑い。職場のエアコン設定温度が28℃厳守で死ぬ
かと思った。日本の職場が堅苦しい。暑いから、もっと
フランクでいい。気軽に飲み物も摂れない。休憩時間
増やすとかしてほしい。（40歳代）


